
Red Hat OpenShift × Nutanix

コンテナ活用によるDX実現の道
米国時間7月29日に発表されたNutanixとRed Hatの戦略的パートナーシップ。

この提携で実現されるソリューションは、DX実現を目指す日本企業に大きな価値を提供しよう

としています。今回のウェビナーでは、このパートナーシップが目指す未来像の一端を解き明かし

ています。

顧客企業のアプリケーション・モダナイゼーションを実現するとともに、Nutanixの国内初の

パートナーとして多数の基盤導入実績を持つ日商エレクトロニクスと、OpenShiftでDX実現に

必須のコンテナ技術導入をサポートするRed Hat。具体的なデモンストレーションと合わせて、

両社が提供する価値を確認する機会となったこのウェビナーの概要をご紹介します。

https://www.nissho-ele.co.jp/index.html


経済産業省が「DXレポート～ITシステム『2025年の崖』克服とDXの本格的
な展開～」を公表してから2年。2020年末には、DX加速のための課題と対
策をまとめた中間報告が公表され、アジャイル開発やDevOpsとそれを支え
るコンテナ活用が、企業にとって大きなテーマであることを改めて確認する
機会となりました。

日商エレクトロニクスでは、自社事業においてアプリケーション・モダナイ
ゼーションに取り組んでおり、手始めにBPMプロダクトと住所コード事業の
モダナイズを実施。その知見とナレッジを生かし、現在OpenShiftを活用し
た他事業のモダナイズを一歩ずつ進めています。

DX推進へ、求められるアプリケーション・モダナイゼーション

日商エレクトロニクスでは、自社内における経験を踏まえ、統合ブランド
「Natic」としてお客様のデジタル戦略の内製化、DXの推進を、次の3つのス
テップで支援しています。ステップ1は、お客様のアプリケーションや事業の性
格を把握して行う戦略策定・戦術計画。次に具体的に、どのアプリケーション
や事業からプロフィット化させるかを決定するステップ2、最後にステップ3と
して、OpenShiftを活用したモダナイゼーションを実行するものです。日商エ
レクトロニクスでは、このサイクルを回して小さな成功体験を積み上げ、最終
的にはお客様自身による内製化までサポートします。

ポイントとなるのは、Red HatとNutanixによる戦略的パートナーシップの
締結によって、具体的なプロダクトの連携が強化されたこと。この連携によ
り、OpenShiftの導入ノウハウとNutanixの国内最多の販売・構築実績を持
つ日商エレクトロニクスがインフラレイヤーからコンテナプラットフォームま
で一気通貫で環境の構築・実装の支援が可能になるからです。また、コンテナ
の有識者が多く在籍するJTPとのジョイントソリューションとして提供可能
なことも、お客様にとって大きなメリットでしょう。

OpenShiftとNutanixをコアプロダクトにくわえ、統合ブランド「Natic」を展開

SESSION #1
2025年の崖を超えるアプリケーション・モダナイゼーション
日商エレクトロニクス株式会社 アプリケーション事業本部 アプリケーション事業推進部 亀岡雅弘

日商エレクトロニクスでは、Red HatとNutanixの連携機能強化により、インフラレイヤーからコンテナプラットフォームまで一気通貫で環境の構築・実装が可能。
自社のモダナイゼーションの経験を生かしたサービスを提供。
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各支援サービス

■ Core Product

OpenShift

Integration

レッドハット

ニュータニックス

アライアンス  製品機能強化

■ Core Value

アプリ開発知見をいかした
OpenShift-Nutanix

導入コンサル～
運用力

長年の基盤監視・運用ノウハウをサービス提供
監視・運用ワンストップサービス

コンテナを深く知る
資格保有者を多く抱える

スペシャリスト集団

資本業務提携  リソース共有

製品
Learning

Subscription
Professional
サービス

アプリ開発の知見を生かした
アセスメントサービス
お客様システム全容、アプリケーションの位置づけなどから、
コンテナ化すべき対象を含め最適な構成をご案内

コンテナ化アセスメント コンテナ化戦略策定支援

OpenShift の資格保有者が指導する
検証・トレーニング
コンテナを「知る」「作る」「触る」を通じて具体的な
活用イメージを持っていただくための体験型トレーニング

Learning Subscription Containerization PoC

豊富なHCI・OpenShiftナレッジを活用
環境構築サービス
Nutanix、OpenShift の豊富な実装経験を生かし、運用面を
考慮した最適なSW機能選択・実装によりお客様DX基盤を構築

Mdnz環境構築サービス Professionalサービス

メーカーのサービス

NCPFマネージドサービス



現在、サービスポートフォリオとしては、アセスメントから、検証トレーニング、
環境構築、そして監視・運用と、上流から下流までトータルにラインナップして
います。特に、検証・トレーニングに関しては、「コンテナを知る、作る、触る」を
メニュー化したContainerization PoCサービスを用意しています。

スケーラビリティやアジリティといったコンテナ導入のメリットを約1カ月のプ
ログラムで具体的に体験していただくもので、国内最多のNutanix構築実績
と、自社におけるアプリケーション・モダナイゼーションの経験を生かした日
商エレクトロニクスならではのメニューです。

スケーラビリティ、アジリティ、そしてクオリティを提供するPoCを用意
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コンテナPoCサービスでは、日商エレクトロニクスPOCラボエリアに構築した環境を用いて、OpenShiftとNutanixの具体的なメリットを体感できるメニューをご用意。

実行環境付きContainerization PoC サービス

３Stepでコンテナ導入時のスケーラビリティ・アジリティ・クオリティ向上を体験する1 カ月

コンテナ化の必要性判断 コンテナ基礎技術
概要理解

コンテナ実装
アプリケーション改修

DevOps運用技術支援

Windows or Linux、
オンプレ、軽量化する

モノリシックのままでよいか
などの情報から総合的に判断

認定講師による4時間の
e-learningとQ＆AでPoCに

必要なコンテナ基礎知識を
効果的に習得

簡易アプリケーションを
作成し、コンテナ上に実装

するまでの一連を実施

CI/CDパイプライン実装支援
および実際に運用して

みることで、DevOpsの運用
イメージを具体的に理解

見極める
アセスメント

理解する
e-learning

作ってみる
コンテナ化実行支援

触ってみる
CI/CD組み込み支援

Step
0

Step
1

Step
2

Step
3

■ オンプレミスOpenShift検証環境

OpenShift



Red Hatは、オープンハイブリットクラウド戦略をコアに、さまざまなプロダ
クトを展開しています。クラウド、オンプレミス、あるいは両者を組み合わせ
た環境など、多様化が進むインフラのすべてに共通する技術要素、運用手
法を提供しようというもので、その主要製品として位置づけられるのが
OpenShiftです。

コンテンツプロバイダーから採用が始まったコンテナ技術は、現在、エン
タープライズ企業による採用も進み、日本国内においても、初期市場から
キャズムを超えてメインストリーム市場へとシフト、開発環境やテスト環境
だけでなく、本番環境への導入を検討する企業が増えています。

初期市場からメインストリームへ、導入が進むコンテナ技術

コンテナはコーディングされたソフトウエアだけでなく、ミドルウエアなどの
依存環境も一つにカプセル化します。アプリケーションの実行環境を含めて
カプセル化するため、仮想マシンに比べ物理サーバー（ハードウェア）の負荷
は低く、高速な起動が可能です。また、デプロイの手順はコード化して保管で
き、一度コンテナ化すれば、場所を限定せず何度でもデプロイできる高い

ポータビリティ性を持っています。
品質を担保した上で、アプリケーションを迅速に市場に展開することが可能
なコンテナ技術は、すばやいリリースサイクルで市場のフィードバックに基づ
いて機能を改変・追加し、再度提供していく。そんなDevOps環境に、大きな
効果があるといえるでしょう。

開発スピードと安定性の両立によりDevOps実現をサポート

SESSION #2
ハイブリッドクラウド基盤を支えるOpenShift
レッドハット株式会社 テクニカルセールス本部 パートナーソリューションアーキテクト部 シニアソリューションアーキテクト 手塚由起子
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コンテナは、アプリケーション実行に依存するライブラリーやランタイムをアプリケーションとともにパッケージ。
本来の機能以外に求められる処理が少ないことも特長。

従来の仮想化とコンテナの違い

ホストOS

ハイパーバイザー（VMWare ESXiなど）

ハードウエア

ホストOS（Linux Kernel）

ハードウエア

VM VM VM

APP

App App

ミドルウエア
bin/libs

コンテナ

App

ミドルウエア
bin/libs

コンテナ

App

ミドルウエア
bin/libs

App App

ミドルウエア
bin/libs

ゲストOS（Kernel） ゲストOS（Kernel） ゲストOS（Kernel）

仮想ハードウエア 仮想ハードウエア 仮想ハードウエア

App App

ミドルウエア
bin/libs

ハイパーバイザー型 コンテナ型

低負荷・高集約 ・高速起動

ポータビリティ
Immutable

同じ環境を複製（Infra as a code）



コンテナの運用を支援するコンテナオーケストレーションツールでは、
Googleが開発したKubernetesがデファクトスタンダードです。Kubernetes
は、複数のコンピュートマシンをクラスター化。コンテナをデプロイする際に
リソースを抽象化する機能にくわえ、設定ファイルに記述した状態にデプロイ
し直す自己回復性や、自動スケーリング機能などを提供します。しかし、あく
までコンテナオーケストレーション基盤として用意されているツールである
ため、コンテナのビルドやロギング、モニタリングといったツールの機能は提
供しません。

Red Hatが提供するOpenShiftは、Kubernetesが実現できないエンター
プライズ規模でのコンテナ運用に必要な、監視や、障害発生時の復旧オペ
レーションといった機能を提供。OS、ミドルウエア、CI／CDパイプライン、ロ
グ収集や監視といった、エンタープライズレベルのコンテナ運用に求められ
る機能をPaaSとしてオールインワンで提供します。オンプレミスから、マルチ
クラウド環境まで、どのような環境にデプロイしても、同一の運用を実現でき
る製品です。

Kubernetesが提供しないエンタープライズニーズに応えるOpenShift
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Kubernetesをコアエンジンに採用しつつ、エンタープライズに必須となる機能を統合。運用管理や構築負荷低減を支援するOpenShift。

■ 統合・検証された開発・運用ツールやミドルウエア群

■ 複数クラウドへのシームレスなデプロイメント

■ 自動化されたインストレーション

■ ワンクリックでのアップデート

■ クラウドリソースのオートスケール

What is PaaS, IaaS, SaaS,....? 

Applications

Data

Runtime

Middleware

O/S

Virtualization

Servers

Storage

Networking

Applications

Data

Runtime

Middleware

O/S

Virtualization

Servers

Storage

Networking

Applications

Data

Runtime

Middleware

O/S

Virtualization

Servers

Storage

Networking

Applications

Data

Runtime

Middleware

O/S

Virtualization

Servers

Storage

Networking

On-site Kubernetes OpenShift SaaS

You manage

Service provider manages



OpenShiftの具体的な導入事例としては、日本電気による空港での顔認
証システムといったグローバル展開を想定したソリューションが挙げられま
す。空港ごとに異なるシステム基盤の影響を受けないコンテナ技術に着目、
エンタープライズでの豊富な実績を持つRed HatのOpenShiftが採用さ

れました。
その他、マルチベンダーで多機能化を進めてきたことで複雑化したWebシス
テムにおける、プロセスから見直したうえでの開発効率化、運用効率化を実現
したコープ共済連での事例など、国内での導入も加速度的に進んでいます。

国内での導入も加速。プロセス見直し、技術のグローバルな展開にも寄与
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App. 1 App. 2 App. 3

VM 物理マシン VM

ポータビリティ性を生かしたグローバルな展開だけでなく、コンテナ技術導入に合わせてWebアプリケーションの運用におけるボトルネックの洗い出しや、
プロセスを見直すことで、開発効率の向上、管理工数の低減も可能。

マルチベンダー体制のアプリケーション開発

環境ごとに設定や構成を細かく変更する必要がある
（開発効率の限界）

決められたリソースの中であれば、
開発企業自身でリソースを要求できる

プロセスが煩雑
コミュニケーション

が多い

開発企業 開発企業 開発企業

開発企業からのリクエストを
毎回対応する必要がある

更新

App. 1インフラの自動化
としてのメリットは
あったけれど…。

コミュニケーションは
減らない。

App. 2 App. 3

プロセスが緩和
コミュニケーション

が少ない

更新 更新 更新

開発企業 開発企業 開発企業

アプリケーションごとのリソース
増減や設定の管理工数が減る



これまでのコンテナ基盤は、サーバー、ストレージネットワーク、共有ストレー
ジの三層構成をとることが多く、コンポーネントごとに異なる管理画面への
習熟、分野ごとに必要なエンジニアなど人的リソースの不足、電力やラックス
ペース消費の増大などに対応する必要がありました。障害発生時の故障個
所切り分けも困難なことが多く、ハードウエア拡張の際の設定も管理の複雑
化、コスト増の大きな原因になっていました。

この三階層のコンポーネントを一つの筐体に収めたハイパーコンバージドイ
ンフラとして、コンテナ基盤のシンプルな管理を実現するのがNutanixです。
ポータビリティ性というコンテナのメリットを最大限に生かす仮想化基盤とし
て、オンプレミスとパブリッククラウドが混在するハイブリッドなクラウド環境
においても、インフラの効率的な管理を可能にします。

Nutanixは、コンテナ基盤のシンプルな管理を実現するプラットフォーム

SESSION #3
DevOps実現のためのシンプルなコンテナ基盤管理
日商エレクトロニクス株式会社 プラットフォーム本部 第二プラットフォーム部 セールスプロモーション一課 大野 祥一郎

06

Nutanixは、3階層のコンポーネントを一つの筐体に収めたハイパーコンバージドインフラ（HCI）として、システムをシンプルに構成することが可能。
電力などのコスト、保守の煩雑さ、拡張性の低さといった課題を解決。

■ 機器管理

■ 保守性

■ 拡張性

App

Virtualization

App

Server Server

SAN スイッチ

Storage
Controller

SAN スイッチ

Storage
Controller

Storage
Controller

Storage
Controller

Storage
Controller

Storage
Controller



Nutanixは、ダッシュボードによってステータスや利用状況を確認できるだ
けでなく、障害発生時にはワンクリックで、ドリルダウンによる詳細の表示と
障害箇所の確認を行い、ナレッジベース情報と連携した対応情報を表示す
るといった機能を提供。リモートでの障害対応にくわえ、イベントやアラート
をトリガーにした仮想マシン内でのコマンド実行、CPUやメモリーのリソー
ス割り当て変更、APIによる他システムとの連携といった一連の処理の自

動化を支援します。また、リソースの状況、想定される増加量に追従する形
で、足りなければ足す、不要になれば取り外して新しい機械と取り替えると
いった柔軟な基盤運用が可能です。
ストレージとしては、ファイルサーバー機能、iSCSI接続によるストレージ機
能にくわえ、Amazon S3互換のオブジェクトストレージ機能を提供してお
り、外部ストレージ機器を追加で用意する必要がないこともメリットでしょう。

個別の機器を意識しない運用と、柔軟な拡張性を実現するNutanix

Nutanixは、すでにOpenShiftの正式なサポートをスタートしていますが、
2021年中にはアプリケーションマーケットプレイスからOpenShiftのイン
スタンスを展開できるようになります。2022年前半にはOpenShiftのイン
ストーラーにも対応予定ですので、インストールに関わる工数は大幅に改
善されるはずです。また、アプリケーションライフサイクル管理機能を利用し
たOpenShiftの配信や設定機能の追加も予定されています。これからの
NutanixとOpenShiftの連携強化にご期待ください。
日商エレクトロニクスは、2012年に日本最初のパートナーとしてNutanix

と代理店契約を締結。日本のHCI市場を開拓し、サービス品質の向上を目
指して二人三脚で歩んできたパートナー企業です。導入前のコンサルティン
グにくわえ、導入後のさまざまな課題に対応するマネージドサービスも提
供しているため、障害対応や煩雑な運用からお客様を解放し、DX実現に注
力するための環境づくりをトータルに支援できます。コンテナのための基
盤、プラットフォーム、そして体制を迅速に整えてモダナイズし、2025年の
崖を乗り超える…。そんな取り組みを、お客様とともに推進できればと考え
ています。

Red HatとNutanixの連携強化で、インストールや設定の効率化にも期待

07

インスタンスは再起動するとデータが消えてしまうため、コンテナを利用する際に欠かすことができない永続ストレージだが、
Nutanixでは、ストレージ機器を別途用意する必要なし。

OpenShift

Master Node

フロントエンドコンテナ

Pod

Worker Node

フロントエンドコンテナ データベースコンテナ

Pod Pod

Worker Node

アプリケーションコンテナ

Pod

Worker Node

HA

ファイル
ストレージ

ブロック
ストレージ

オブジェクト
ストレージ

クラスタリング用メタデータ

共有データ

k8sバックアップ1

k8sバックアップ2

k8sバックアップ3

データベース

 Nutanix Files  Nutanix Volumes  Nutanix Objects 

Nutanix AHV



旧来のウォーターフォール型の開発の場合、設計、開発、テスト、運用のそれ
ぞれのフェーズにおいて、例えば、設計の段階における開発部門とインフラ
部門の煩雑な調整や、開発環境と運用環境の違いによるデプロイ時の工数
増といった課題があることはよく知られています。OpenShiftは、インフラ
を一元化し、プロセスをパイプラインとして統合できるため、開発にあたっ
ては、必要なリソースを必要な時に必要なだけNutanixから提供されます
し、開発環境、テスト環境、本番環境のすべてをコンテナ上でシームレスに
連携することが可能です。

Nutanix上では、OpenShiftがあらかじめ策定されたパイプラインへソー
スコードを投入することで、自動でテストを実行。本番環境へとデプロイが
行われます。また、コンテナオーケストレーションプラットフォームに必須と
なるイメージ・レジストリを開発者が動的に拡張できるなど、Nutanixに
よって提供される統合されたインフラにより、必要なリソースを柔軟に確保
することができるようになります。オンプレミスでの運用を想定した機器で
ありながら、クラウドライクな操作ができるのは、Nutanixならではのメリッ
トでしょう。

デモンストレーション
OpenShiftが解決する、ウォーターフォールモデルの問題
日商エレクトロニクス株式会社 アプリケーション事業本部 アプリケーション事業推進部SoEアーキテクト課 兼田涼
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開発者が、アプリケーションのソースコードを改変した状況を想定したデモンストレーションでは、運用側に頼ることなく、
開発者が自らパイプラインのビルドを行うことで、自動的に本番環境にデプロイが行われる様子を実演。
また、同時に実施されたイメージ・レジストリ容量の自動拡張のデモでは、自動的な容量拡張の設定による自動的な拡張の実行を管理画面で確認した。

アーカイブ動画

https://natic.nissho-ele.co.jp/contact/
https://www.nissho-ele.co.jp/event/openshiftnutanix_1130/index.html



